


国
指
定
天
然
記
念
物
・
磯
部
地
区

「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
の

再
興
に
向
け
て

春には、磯部桜川公園内の桜755本が一斉に
花を咲かせます。

全
国
的
に
地
方
経
済
が
低
迷
す
る
中
、
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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桜
を
守
っ
て
き
た
状
態
に
あ
り
ま

し
た
。

「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
の

再
興
に
乗
り
出
す

　

私
た
ち
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
10
年
以
上
に
わ

た
り
岩
瀬
商
工
会
青
年
部
を
中
心

に
様
々
な
勉
強
会
や
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
平
成
15
年
に
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
際
に
、
人
々
を
ひ
き
つ
け
る
桜

の
魅
力
に
気
付
き
、
地
域
活
性
化

の
テ
ー
マ
と
し
て
見
つ
け
た
の
が

「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
で
す
。

　

こ
の
桜
は
、
歴
史
的
、
且か

つ

国
家
的
な
財
産
で
あ
り
、
観
光
資

源
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
価
値
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
の
は
、
地
域
に

と
っ
て
も
大
き

な
損
失
と
考
え

て
「
こ
の
桜
に

も
う
一
度
光
を

あ
て
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
る
事

が
出
来
れ
ば
、

必
ず
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
柱

に
な
る
。」
と

確
信
。
平
成
17

年
に
「
サ
ク
ラ

サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
こ
の
桜
の
保
護
育
成
と
啓け

い

蒙も
う

活
動
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
サ
ク
里
＝

合
格
祈
願
の
街

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て

最
初
の
活
動
は
、
桜
の
Ｐ
Ｒ
と
保

存
活
動
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
は
、
全
国
各

地
で
見
ら
れ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で

は
な
く
、
山
桜
な
の
で
、
そ
の
種

類
や
特
徴
も
多
種
多
様
に
わ
た
る

た
め
に
、
文
献
を
調
べ
た
り
同
神

社
の
宮
司　

磯い
そ

部べ
　

亮
ま
こ
と

さ
ん
か
ら
教

え
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
磯
部
桜
川
公
園
の
桜
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
ま
っ

た
く
な
い
た
め
に
、
自
分
た
ち

で
開
花
時
期
の
毎
朝
、
現
地
に
足

を
運
び
、
公
園
内
の
す
べ
て
の
桜

（
７
５
５
本
）
一
本
一
本
の
芽
や

花
の
大
き
さ
・
色
・
位
置
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
調
べ
、
デ
ー
タ
取

り
を
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
桜
と
い
う
期
間
限
定

の
観
光
資
源
だ
け
で
活
性
化
を
図

る
こ
と
、
ま
た
こ
の
活
動
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
な
非
営
利
活
動
だ
け

で
継
続
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
考

え
て
、
歴
史
的
遺
産
「
桜
川
の
サ

ク
ラ
」
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域

経
済
に
貢
献
で
き
る
テ
ー
マ
と
し

て
生
ま
れ
た
の
が
「
サ
ク
ラ
サ
ク

里
＝
合
格
祈
願
の
街
」
で
す
。

　

少
子
化
に
伴
う
「
受
験
産
業
」

は
、
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
成
長

し
、
更
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。「
合
格
祈
願
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ

ば
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
・
商
品
の

創
出
だ
け
で
な
く
、
他
の
観
光
資

源
や
地
場
産
業
の
振
興
に
も
つ
な

が
り
、
地
域
全
体
の
活
性
化
が
図

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

桜
で
遊
ん
だ
り

学
ん
だ
り
し
よ
う
！

　

メ
ン
バ
ー
は
、
も
う
一
度
「
桜

川
の
サ
ク
ラ
」
を
世
に
出
し
て
や

ろ
う
と
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
の
方
法
も
、
単
に
花
見
の

名
所
や
観
光
地

に
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
桜
で
遊

ん
だ
り
学
ん
だ
り

す
る
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
瀬
小
学
校
の

総
合
学
習
で
は
「
桜
川
の

サ
ク
ラ
」
の
歴
史
を
学

ん
だ
り
、

桜
を
育
て
る
取
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
「
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
た

商
工
会
女
性
部
で
は
、
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
ず
は
、
地
元
桜
川
市
の
方
々

に
、
こ
の
桜
の
魅
力
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
桜
川
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
岩
瀬
商
工
会

（

０
２
９
６-

76-

１
８
０
０
）

日
本
で
も
最
古
の

桜
の
名
所

　

〝
磯い

そ

部べ

の
サ
ク
ラ
〞と
呼
ば
れ
親

し
ま
て
れ
い
る「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」

は
、
磯い

そ

部べ

桜
さ
く
ら

川が
わ

公
園
や
櫻

さ
く
ら

川が
わ

磯い
そ

部べ

稲い
な

村む
ら

神
社
境
内
に
あ
り
、
古
来

よ
り
「
西
の
吉よ

し

野の

、
東
の
桜
川
」

と
並
び
称
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は

紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き

が
歌
に
詠よ

み
、
室
町
時
代

に
は
世ぜ

阿あ

弥み

の
謡よ

う

曲き
ょ
く

「
桜
川
」
の

舞
台
に
も
な
る
ほ
ど
、
日
本
で
も

最
古
の
桜
の
名
所
で
す
。

　

大
正
13
年
に
国
か
ら
「
名め

い

勝
し
ょ
う

桜
川
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、

ま
た
昭
和
49
年
に
は
国
の
天
然
記

念
物
の
指
定
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
移
り
か
わ
り

と
と
も
に
、
か
つ
て
の
名
所
の
面

影
は
な
く
な
り
、
永
年
に
わ
た
り

同
神
社
の
宮ぐ

う

司じ

さ
ん
が
、
一
人
で

　桜

川

至
益
子

至
旧
真
壁

至
石
岡

至旧下館

岩瀬 羽黒

至笠間国道50号線

JR 水戸線

卍
月
山
寺

岩
瀬
東
中
学
校
磯
部
稲
村
神
社

磯
部
桜
川
公
園

渡
わた

辺
なべ

　雄
ゆう

司
じ

　さん
サクラサク里プロジェクト（代表）

　旧岩瀬町商工会青年部長・同部顧問
を歴任。美容室を経営するかたわら「桜
川のサクラ」の再生に向けて、平成 17
年「サクラサク里プロジェクト」を結成、
同代表に就任。現在、桜をテーマにし
た数々のイベントなどを実施し、桜川
市内において活力あるまちづくりを展
開。市内在住、42歳
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薄
うす

毛
げ

桜
ざくら

芽は黄茶色、花は白色で径 2.2 ㌢

程度。花
か

梗
こう

などに微毛がある。

国指定天然記念物

初
はつ

見
み

桜
ざくら

芽は樺色、花は白色で径 3.2 ㌢程

度。花
か

梗
こう

が細長い。

青
あお

　　桜
ざくら

芽は緑色、花は白色で径 2.5 ㌢程

度。花弁は狭く、萼
がく

は緑色。

桜
さくら

川
がわ

匂
におい

芽は淡茶色、花は純白色で径 3.0
㌢程度。強い芳香があり花軸が短
い。

大
や ま と

和 桜
ざくら

芽は濃赤色、花は純白色で径 3.0
㌢程度。花弁が 7～ 8枚ある。

青
あお

毛
け

桜
ざくら

芽は緑色、花は純白色で径 2.2 ㌢

程度。葉
よう

柄
へい

・花
か

梗
こう

共に毛がある。

樺
かば

　　匂
におい

芽は樺色、花は白色で径 2.8 ㌢程
度。花弁が丸く、強い芳香がある。

源
げん

氏
じ

桜
ざくら

芽は赤色、花は淡紅色の縦すじが
ある。径 4.0 ㌢程度。

梅
うめ

鉢
ばち

桜
ざくら

芽は黄緑色、花は白色で径 2.6 ㌢
程度。花弁が極めて狭い。

初
はつがさねざくら

重 桜

芽は赤色、花は白色で径 2.8 ㌢程度。

花弁が 6枚余りになり、大
やま と

和桜
ざくら

に似

ているが八
や

重
え

の度合いが一層強い。

白
しら

雲
くも

桜
ざくら

芽は樺色、花は白色で径 2.8 ㌢程
度。非常に多く花をつける。

　

今
年
も
、
桜
川
市
の
歴
史
あ

る
〝
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
〞
を
再
認
識
し
、

こ
れ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
〝
ま
ち
づ
く
り
〞
を
進
め
よ

う
と
、
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
主
催
の
「
第
２
回
山
桜
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
展

を
、
下
記
の
日
時
で
開
催
い
た

し
ま
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
の
サ
ク
ラ

サ
ク
里
賞
を
は
じ
め
、
応
募
総
数

２
２
１
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
77

点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
２
回　

山
桜
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

〜
桜
川
市
内
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
あ
る
風
景
〜

　

ぜ
ひ
、
会
場
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

大
和
中
央
公
民
館

・ 

展
示
期
間
／
８
月
１
日
（
水
）

〜
28
日
（
火
）

・ 

展
示
時
間
／
９
時
〜
17
時
（
毎

週
月
曜
日　

閉
館
）

真　

壁　

庁　

舎

・ 
展
示
期
間
／
８
月
29
日
（
水
）

〜
10
月
２
日
（
火
）

・ 

展
示
時
間
／
９
時
〜
17
時
（
毎

週
土
・
日
曜
日　

閉
庁
）

■
問
合
先
／
桜
川
市
岩
瀬
商
工
会

（

０
２
９
６-

76-
１
８
０
０
）

「お稚児さん」吉
よし

岡
おか

善
よし

治
はる

さん（桜川市）撮影

「
咲
き
誇
る
」
仁に

平へ
い

常つ
ね

夫お

さ
ん
（
桜
川
市
）
撮
影

「桜の季節」稲
いな

葉
ば

一
いち

郎
ろう

さん（つくば市）撮影

桜川のサクラ
(11品種）

国指定天然記念物
sakurasakusato

project

桜川のサクラ
(11品種）
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県
央
南
農
業
共
済
組
合
か
ら
推

薦
を
受
け
た　

仲な
か

田た
　

宏
ひ
ろ
し　

氏　

が

新
た
に
桜
川
市
農
業
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

仲
なか

田
た

　宏
ひろし

　氏
桜川市上城 20
71 歳

農
業
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
の
紹
介

　

次
の
よ
う
な
時
に
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

・
農
地
を
売
り
た
い
、貸
し
た
い
。

・
農
地
を
後
継
者
に
譲
り
た
い
。

・ 

農
地
の
賃
貸
契
約
を
解
約
し
た

い
。

・ 

農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る

た
め
転
用
し
た
い
。

　

そ
の
他
、
農
地
に
関
す
る
ご
相

談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

※
農
地
法
許
認
可
申
請
書
の
受
付

期
間
／
毎
月
７
日
〜
12
日
（
土
・

日
の
場
合
は
翌
日
）
ま
で

■
相
談
先
／
桜
川
市
農
業
委
員

会
事
務
局
（

58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
／
内
線
３
１
８

０
・
３
１
８
１
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
選
定

保
存
審
議
会
の
設
置

保
存
審
議
会
に
よ
る
保
存

地
区
決
定

保
存
計
画
の
策
定

市
長
に
よ
る
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
告
示
に
よ

り
保
存
地
区
が
決
定

市
か
ら
文
部
科
学
大
臣
へ

の
選
定
申
出

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
選
定
ま
で
の

流
れ

桜川市伝統的建造物群保存地区
保存条例が制定されました

と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
調
査
を
受
け
て
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
導
入
に

向
け
た
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
住
民
意
識
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
要
件

　

市
が
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
を
決
定
し
、
文
部
科
学
大
臣
へ

選
定
申
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
と
し
て
選
定
し
ま
す
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
な
る
要
件

・ 

伝
統
的
建
造
物
群
が
全
体
と
し

て
意
匠
的
に
優
秀
な
も
の

・ 

伝
統
的
建
造
物
群
お
よ
び
地
割

が
よ
く
旧
態
を
保
持
し
て
い
る

も
の

・ 

伝
統
的
建
造
物
群
お
よ
び
そ
の

周
囲
の
環
境
が
地
域
的
特
色
を

顕
著
に
示
し
て
い
る
も
の

　

同
保
存
地
区
と
な
る
と
、

地

区
内
に
規
制
と
補
助
が
生
ま
れ
ま

す
。
特
に
規
制
で
は
、
修
理
・
修

景
事
業
に
よ
り
外
観
の
歴
史
的
景

観
保
全
が
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
に

手
厚
い
補
助
が
な
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
建
造
物
内
部
は
自
由
に
ア
レ

ン
ジ
で
き
ま
す
。

地
域
と
行
政
が
一
体
に

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
制
度
を

導
入
し
、
国
か
ら
選
定
さ
る
と
、

茨
城
県
で
は
初
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、歴
史
と
伝
統
あ

る
桜
川
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
地
域
の
皆
様
と
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

桜
川
市
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
保
存
条
例
の
概
要

　

桜
川
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
条
例
が
、
平
成
19
年
第

２
回
市
議
会
定
例
会
で
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
桜
川
市
の
区
域

内
に
所
在
す
る
伝
統
的
建
造
物
群

や
こ
れ
と
一
体
を
な
し
て
価
値
を

形
成
し
て
い
る
環
境
を
保
存
し
て

い
く
た
め
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
た
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
該
当
地
区
の

現
状
変
更
の
規
制
・
そ
の
他
そ
の

保
存
の
た
め
必
要
な
措
置
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
は

保
存
地
区
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
は

効
力
を
持
ち
ま
せ
ん
。

条
例
適
応
は
真
壁
地
区
と

想
定

　

本
市
に
お
い
て
こ
の
条
例
が
適

応
さ
れ
る
地
区
は
、
真
壁
地
区
周

辺
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

同
地
区
は
、
４
百
年
前
の
町
割

り
と
幕
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
の
歴
史
的
な
建
造
物
が
数
多
く

残
る
地
区
で
、
平
成
15
年
度
か
ら

17
年
度
に
わ
た
り
、
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
保
存
対
策
調
査
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
平
成
18

年
３
月
『
真
壁
の
町
並
み
』
伝
統

的
建
造
物
保
存
対
策
調
査
報
告
書
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桜川市消防団からスポーツ
芸術文化振興協会に寄付

　

桜
川
市
消
防
団
か
ら
、
桜
川
市

の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
の
発
展
と
そ
の

人
材
の
育
成
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
振

興
協
会
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
消
防
団
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
募
金
か
ら
寄

付
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
桜
川
市
ス

ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
振
興
協
会
は
、
ス

ポ
ー
ツ
お
よ
び
芸
術
文
化
の
振
興
の

た
め
に
、
団
体
と
個
人
に
助
成
や
優

れ
た
芸
術
文
化
鑑
賞
の
機
会
提
供
な

ど
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化

の
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
人
材
育
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

増
田
消
防
団
長
（
写
真
左
）
が
大
和
庁
舎
に

来
庁
。
山
田
副
市
長
（
写
真
中
央
）
と
石
川

教
育
長
（
写
真
右
）
に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

古
こ

谷
や

野
の

千
ち

鶴
づ

子
こ

さんが
総務大臣から感謝状

　

桜
川
市
行
政
相
談
委
員
の
古
谷
野

千
鶴
子
さ
ん
（
真
壁
町
白
井
地
区
）

が
、
永
年
の
行
政
相
談
委
員
活
動
が

認
め
ら
れ
、
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

を
受
け
ま
し
た
。

　

古
谷
野
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら

平
成
18
年
度
ま
で
行
政
相
談
委
員
と

し
て
、
総
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受

け
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

や
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す

る
相
談
を
受
け
問
題
解
決
に
務
め
る

な
ど
、
行
政
相
談
制
度
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

18
年
間
の
行
政
相
談
委
員
活
動
が
認
め
ら
れ

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
受
け
た
、
古
谷
野

千
鶴
子
さ
ん

北関東自動車道路岩瀬地区
地権者会が碑

ひ

名
めい

石
せき

を建立

　

岩
瀬
地
区
内
の
北
関
東
自
動
車

道
路
の
開
通
に
向
け
、
同
道
路
岩
瀬

地
区
地
権
者
会
（
安あ

達だ
ち

順
じ
ゅ
ん

一い
ち

会
長
）

の
皆
さ
ん
が
長お

さ

方か
た

地
内
に「
碑
名
石
」

を
建
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
地
権
者
会
が
平
成

９
年
11
月
の
道
路
施
行
開
始
以
来
、

数
々
の
課
題
を
、
熱
意
と
献
身
的
な

努
力
に
よ
り
克
服
し
た
こ
と
を
永
く

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
道
路
は
、
茨
城
・
栃
木
・

群
馬
を
結
び
、
東
京
に
依
存
し
な
い

新
し
い
経
済
圏
と
文
化
圏
を
創
造
す

る
道
路
で
、
高
崎
と
海
の
玄
関
口
ひ

た
ち
那
珂
港
と
を
結
び
ま
す
。

岩
瀬
地
区
内
の
北
関
東
自
動
車
道
路
（
写
真

右
奥
）
の
開
通
に
向
け
、
長
方
地
内
に
「
大
道

一
心
夢
を
拓ひ

ら

く
（
中
田
市
長
書
）」
と
題
さ
れ

た
碑
名
石
（
写
真
左
）
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

真壁やまゆりの会が
ハワイアンで施設慰問

　

真
壁
や
ま
ゆ
り
の
会
（
樋ひ

口ぐ
ち

と
し

子
代
表
）
の
み
な
さ
ん
が
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
の
調
べ
と
優
雅
な
フ
ラ
ダ
ン
ス

で
一
足
早
い
夏
の
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
サ
ン
ホ
ー
ム
真
壁
」（
来く

る

栖す

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

理
事
長
）
を
慰
問
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
日
頃
か
ら
舞
踏
を
通
じ

て
会
員
の
親
睦
を
図
る
と
共
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
施
設

慰
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
所
の
約

70
人
の
み
な
さ
ん
は
、
約
１
時
間
の

ハ
ワ
イ
ア
ン
を
は
じ
め
日
本
民
謡
な

ど
の
親
し
み
や
す
い
曲
と
踊
り
に
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

入
所
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ハ
ア
イ
ア
ン
の
調

べ
と
真
壁
や
ま
ゆ
り
の
会
の
み
な
さ
ん
の
優

雅
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
一
足
早
い
夏
の
気
分
を

味
わ
い
ま
し
た
。

子ども達が茶会で
『和の心』を伝える！

　

よ
い
子
の
茶
道
教
室
（
犬
田
地
区

仙
波
宗
治
さ
ん
指
導
）
で
学
ん
だ
子

ど
も
達
が
、
月
山
寺
（
西
小
塙
）
で

こ
の
ほ
ど
表
千
家
茶
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
教
室
は
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
、
岩
瀬
中
央
公
民
館
の
自

主
講
座
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
20
名
の
子
ど
も
達
が
点
前

（
客
の
前
で
手
順
に
従
っ
て
お
茶
を

た
て
る
）
で
行
い
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
達
が
、
茶
道
の
心
を
通

し
て
思
い
や
り
を
持
ち
、
物
事
を
正

し
く
判
断
で
き
る
立
派
な
女
性
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。」
と
仙
波
さ
ん
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
、
伝
統
的
な
様
式
に
の
っ
と
っ

て
客
人
に
牡
丹
の
花
の
和
菓
子
と
薄
茶
で
も

て
な
し
を
し
ま
し
た
。

第2回桜川市民ゴルフ大会

【期　日】　５月 23日（金）

【会　場】　かさまロイヤルゴルフ倶楽部（高幡地区）

【参加者】　280 人

【結　果】　［ネットの部］　　　　　［グロスの部］

　優　勝　深
ふか

谷
や

　芳
よし

一
いち

（写真）　 松
まつ

本
もと

　隼
はや

武
たけ

（69）

　準優勝　大
おお

宮
みや

　芳
よし

信
のぶ

　　　　　鈴
すず

木
き

　昭
しょう

一
いち

（70）

　第３位　小
こ

関
せき

　　栄
さかえ

　　　　　白
はく

田
た

　信
のぶ

夫
お

（70）

　第４位　橋
はし

本
もと

　和
かず

一
いち

　　　　　橋
はし

本
もと

　和
かず

一
いち

（70）

　第５位　大
おお

山
やま

　昌
まさ

宏
ひろ

　　　　　武
たけ

村
むら

　　実
みのる

（70）

（敬称略）

ネ
ッ
ト
の
部
で
優
勝
し
た
、
深ふ

か

谷や
　

芳よ
し

一い
ち

さ
ん

（
西
飯
岡
地
区
）

芝生グラウンド完備の桜川市
桜井農村公園がオープン

　

真
壁
町
桜
井
地
区
に
、
芝
生
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
１
万
６
百
㎡
）
が
完
備
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
使
用
で
き
る
桜
川
市
桜
井

農
村
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
皆
様
が
暮
ら
し

や
す
い
生
活
の
場
と
自
然
を
楽
し
め

る
空
間
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
農

村
総
合
整
備
統
合
補
助
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
農
村
公
園
の
使
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
込
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
問
合
せ
・
申
込
み
は
、
農
地

整
備
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
／
内
線
３
１
７
３
）ま
で
。

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
の
山
田
副
市
長
の
始
球

式
後
に
、
地
元
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
社

会
人
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
記
念
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

学童野球大会で
樺穂ブルージェイズが優勝

　

真
壁
運
動
場
他
２
会
場
で
開
催
さ

れ
た
「
第
５
回
樺
穂
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ

ズ
学
童
野
球
大
会
」
で
、樺
穂
ブ
ル
ー

ジ
ェ
イ
ズ
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
西
地
区
の
強
豪
24

チ
ー
ム
が
参
加
。
１
回
戦
か
ら
白
熱

し
た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
る
中
、
見

事
、
同
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。「
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
練
習

し
、
次
の
大
会
で
も
頂
点
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。」
と
、
子
ど
も
達
は

元
気
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
和
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
も
第
３
位
に
輝

く
な
ど
本
市
か
ら
参
加
の
チ
ー
ム
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
し
た
大
会
で
し

た
。

第
５
回
樺
穂
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
学
童
野
球

大
会
で
２
回
目
の
優
勝
に
輝
い
た
、
樺
穂
ブ

ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
ナ
イ
ン
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■
講
演
／
「
弁
護
士
生
活
笑
百
科

〜
笑
顔
で
語
る
人
権
〜
」
三
瀬
顕

（
弁
護
士
）

■
定
員
／
７
百
２
人

■
入
場
料
／
無
料

■
参
加
申
込
／
会
場
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
明
記
の
う
え
、
は
が

き
・
℻
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城

県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
１
０-

０
８
５
２
水
戸
市
笠

原
町
９
７
８-

６
・

０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
６
、
℻
０
２
９

-

３
０
１-

３
１
３
８
、
メ
ー
ル

k
oso5
@
p
ref.ib

a
ra
k
i.lg
.jp

）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

消
火
器
の
不
正
取
引
と
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
悪
質
訪
問

販
売
に
つ
い
て

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
本
部　

岩
瀬
・
真
壁
消
防
署
、

大
和
分
署

県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
参
加
者

募
集茨

城
県
県
西
地
方
総
合
事
務
所

　

茨
城
県
で
は
、
広
報
広
聴
事
業

の
一
環
と
し
て
、
県
民
の
方
を
対

象
に
県
や
県
政
の
施
策
に
関
連
す

る
施
設
な
ど
を
見
学
し
て
い
た
だ

き
、
行
政
の
施
策
に
関
す
る
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
「
県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
参

加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
般
コ
ー
ス
Ａ

・ 

参
加
資
格
／
15
歳
以
上
の
県
内

居
住
者
（
中
学
生
お
よ
び
県
職

員
を
除
く
。）

・ 

開
催
日
お
よ
び
見
学
場
所
／

10
月
３
日
（
水
）:

茨
城
県
庁
、

県
立
歴
史
館

・ 

参
加
費
／
無
料
（
昼
食
各
自
持

参
）

・
申
込
締
切
り
／
８
月
31
日
（
金
）

一
般
コ
ー
ス
Ｂ

・ 

参
加
資
格
／
15
歳
以
上
の
県
内

居
住
者
（
中
学
生
お
よ
び
県
職

員
を
除
く
。）

・ 
開
催
日
お
よ
び
見
学
場
所
／
10

月
11
日
（
木
）:

建
築
研
究
所
、

県
つ
く
ば
事
務
所
、
地
図
と
測

量
の
科
学
館

・ 

参
加
費
／
無
料
（
昼
食
各
自
持

参
）

・
申
込
締
切
り
／
８
月
31
日（
金
）

■
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
希

望
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、
希
望
者

全
員
の
必
要
事
項
（
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
乗
車
場

所
）
を
記
入
し
、
県
西
地
方
総
合

事
務
所
県
民
生
活
課
に
各
コ
ー
ス

締
切
日
（
当
日
消
有
効
）
ま
で
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
１
枚
の
は

が
き
で
最
大
４
人
ま
で
申
込
み
可

能
で
す
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
を
行
い
、
結
果
を
本
事
務
所

か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県

県
西
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活

課
（
〒
３
０
８-

８
５
１
０
筑
西

市
二
木
成
６
１
５
／

０
２
９
６

-

24-

９
０
７
４
直
通
）

お
盆
中
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

生
活
環
境
課

　

８
月
13
日
（
月
）・
14
日
（
火
）・

16
（
木
）
は
、
平
常
通
り
収
集
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
15
日
（
水
）
は
収
集
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（

58-

５
１
１
１
、
75-

３
１
１
１
・
内

線
１
２
４
１
、１
２
４
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
８
月
20
日
（
月
）
９
時

〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
、
75-

３
１
１

１
・
内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
９

月
26
日
（
水
）
真
壁
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

人
権
啓
発
講
演
会

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
県
で
は
、
多
く
の
県
民

の
皆
様
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
く
機
会
と
す
る
た
め
、
人

権
啓
発
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

■
日
時
／
９
月
22
日
（
土
）

■
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
シ
ト
ラ
ス
）

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

８
月
の

　

納
税
・
保
険
料

市
県
民
税　
　
　
　

  

２
期

国
民
健
康
保
険
税　

  

３
期

介
護
保
険
料　
　
　

  

３
期

納
期
限:

８
月
31
日
（
金
）

消
火
器
の
不
正
取
引

　

依
然
、
消
火
器
の
不
適
切
な
点

検
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
次
の
事
例
を
参
考
に

点
検
を
拒
否
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・ 

契
約
業
者
を
装
い
、
事
前
の

電
話
に
よ
り
点
検
の
予
約
を
と

る
。

・ 

簡
単
な
説
明
で
、
契
約
書
で
あ

る
こ
と
を
隠
し
て
サ
イ
ン
を
求

め
る
。

・ 

点
検
作
業
を
全
て
終
え
た
状
態

で
金
額
の
請
求
を
し
て
く
る
。

・ 

支
払
い
を
強
制
し
、
支
払
わ
な

い
と
消
火
器
を
返
さ
な
い
と
言

う
。

・ 

消
防
署
員
を
装
い
、
不
当
な

消
火
器
の
代
金
を
請
求
し
て
く

る
。（
消
防
署
で
は
、
消
火
器

の
販
売
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
訪

問
販
売

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

は
、
平
成
16
年
の
消
防
法
改
正
に

伴
い
、
新
築
住
宅
に
お
い
て
は
平

成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住

宅
に
お
い
て
は
平
成
23
年
５
月
31

日
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に
設
置
お

よ
び
維
持
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
便
乗
し
た
悪
質
訪
問
販

売
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
今

後
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
容
易
に
購
入
で
き
る
予
定
で

す
。（
消
防
署
で
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
販
売
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。）

・ 

悪
質
訪
問
販
売
と
疑
わ
し
い
時

は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

窓
口
に
相
談
す
る
か
、
岩
瀬
・

真
壁
消
防
署
、
大
和
分
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
相
談
先
／
岩
瀬
消
防

署
（

75-

３
５
９
２
）・
真
壁

消
防
署
（

55-

２
４
０
３
）・

大
和
分
署
（

58-

６
８
５
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
ん
せ
い
」

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

県
西
地
区
セ
ン
タ
ー

　

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
ん
せ
い
」

は
、
若
者
や
女
性
・
中
高
年
者
な

ど
の
皆
様
の
就
職
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
、
茨
城
県
が
開
設
し
た

も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
就
職
活
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

・
就
職
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

・
職
業
適
性
診
断

・
職
業
紹
介
・
内
職
相
談

・
求
人
情
報
の
提
供

Ⅱ
企
業
支
援
サ
ー
ビ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
（
若
年

求
職
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
協
力
企

業
）
の
登
録

・
若
年
者
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
支
援

・ 

人
材
募
集
・
採
用
支
援
、
人
材

紹
介

・ 

合
同
企
業
説
明
会
・
企
業
向
け

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
社
員
定
着
支
援

※
Ⅰ
、Ⅱ
と
も
す
べ
て
無
料
で
す
。

■
相
談
時
間
／
月
曜
日
〜
金
曜
日

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
問
合
先
／
い
ば
ら
き
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
県
西
地
区
セ
ン
タ
ー

（
筑
西
市
二
木
成
６
１
５
・
筑
西

合
同
庁
舎
分
庁
舎
１
階
）　

・ 

就
職
相
談
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

職
業
紹
介
な
ど
（

０
２
９
６

-

23-

３

８

１

１
・

22-

０
１
６
３
）

・ 

内
職
相
談
な
ど
（

０
２
９
６

-

24-

９
１
４
１
・
℻
０
２
９

　

６-

23-

３
８
１
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

茨
城
県
認
知
症
を
知
る
月
間

茨
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課

　

茨
城
県
で
は
、毎
年
９
月
を「
茨

城
県
認
知
症
を
知
る
月
間
」
と
し

て
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理

解
の
普
及
・
啓
発
に
関
す
る
各
種

広
報
活
動
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
県
民
誰
も
が
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
し
認
知
症
高
齢
者
お

よ
び
そ
の
介
護
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
月
間
中
に
、
各
種
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
研
修
事
業
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
日
時
／
９
月
29
日
（
土
）

・ 

会
場
／
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
（
水
戸
市
）
１
階
研
修

講
堂

※
約
３
百
人
を
予
定

・ 

内
容
／
基
調
講
演
（
筑
波
大
学

臨
床
精
神
医
学
准
教
授:

水
上

勝
義
先
生
）、
体
験
談
・
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

認
知
症
介
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修

・
日
時
／
９
月
19
日
（
水
）

・ 

会
場
／
つ
く
ば
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
（
つ
く
ば
市
）
２
階
研
修

室
Ａ

※
受
講
生
約
９
百
人
を
予
定

・ 

内
容
／
認
知
症
の
基
礎
知
識
や

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
運
営
方
法
を
研
修
（
６
時
間
）

す
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
（
７
月
１
日
発
行

№
43
）
に
掲
載
い
た
し
ま
し

た
内
容
に
次
の
と
お
り
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■  

訂
正
箇
所

「
第
２
回
桜
川
市
小
学
校
陸
上

記
録
会
」
ボ
ー
ル
ス
ロ
ー　

５
年
男　

３
位

谷
中　

規
彦

誤　

南
飯
田
小
学
校

正　

雨
引
小
学
校

・ 
日
時
・
会
場
／
９
月
の
月
間
中
、

県
内
30
か
所
で
実
施

※
茨
城
県
長
寿
福
祉
課
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

内
容
／
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
認
知
症
の
人
が
安
心
し

て
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
研
修
（
６
時
間
）
す
る
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
保
健
福
祉

部
長
寿
福
祉
課
（

０
２
９-

３
０
１-

３
３
２
６
）
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9月分 健 康 ガイド

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

９/３ (月) ４～５か月児育児相談 H19. ４月・５月生 9：45～ 10：00
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

９/５ (水) １歳児健診 H18. ８月・９月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

９/19 (水) １歳６か月児健診
H17.12月・H18.１月
生

13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

９月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

９/28 (金) 離乳食教室
生後４か月～６か月児
と保護者

10：00 ～ 11：30
エプロン、三角巾またはバンダ
ナ、スリッパ、ふきん 1枚（要
予約）／会場：大和中央公民館

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

９/20 (木) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神科医師が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）
会場：岩瀬福祉センター

第1・２・3・
4火曜日

精神保健デイケア 9：30～ 11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。
（要申込）

９月の精神保健

９月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

９/４ (火)・
25日（火）

総合健康相談（会場／岩瀬
庁舎健康推進課、大和庁舎
保健福祉課、真壁保健セン
ター）

母子・成人全対象
９：00～ 11：00
13：00 ～ 16：00

子供の発達・栄養・しつけ（身
体計測は要予約）・食事や運動
の健康管理相談、糖尿病・高血
圧・高脂血症などの生活習慣病
に関する栄養相談（要予約）、
血圧・腹囲・体脂肪測定など

９月の市民健康講座
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

９/12 (水) 会場／岩瀬福祉センター 全市民対象 13：30 ～ 15：00

女性のがん予防（受けています
か？定期健診）講師／県西総合
病院産婦人科：山内 宏 先生（前
日までに予約が必要）

《問合先》健康推進課　  58-5111・75-3111

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

９月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

９/６ (木) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15 ～ 13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

本年 4月から、ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎた方は、
任意接種（有料）となり依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。

９月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

９/10（月） １歳児健診 H18. ９月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル

９/14（金） ２歳児歯科健診 H17. ６月・７月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ

９/18（火） ３歳児健診 H16. ６月・７月生 13：00 ～ 13：20

母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、歯ブラシ（子ども
用と仕上げみがき用）、コップ、尿、
目と耳のアンケート用紙

９/26（水） ４～５か月児育児相談 H19. ４月・５月生 9：45～ 10：00
母子健康手帳、送付した問診票、
バスタオル、

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

９/13 (木) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15 ～ 13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

9月の献血

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

９/19(水) 県西総合病院（13：30 ～ 16：30）

９月の成人の健康診査

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　容

９/７(金)・８(土)・
　21(金)・22(土)・
　28(金)・29(土)

真壁地区
ミニドッグ（会場：真壁保
健センター）

40 歳以上（お申込さ
れた方には個人通知い
たします。）

6：30～ 9：00
結核・肺がん検診、基本健康診
査、胃がん検診・大腸がん検診
など

９/10(月)
大和地区
子宮・乳がん検診（会場：
大和体力増進センター）

20 歳以上の女性（お
申込された方には個人
通知いたします。）

12：00 ～ 12：30
子宮がん・乳がん検診（超音波・
マンモグラフィー検査は、年齢・
地区によって異なります。）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

９/２ (日)
袖山医院本院 西桜川 1-43 0296- 75- 2019

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/９ (日)
内科宮本医院 古城 229-1 0296- 55- 0101

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/16 (日)
山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/17 (月)
大塚外科医院 真壁町亀熊 1900 0296- 55- 0512

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/23 (日)
延島クリニック 東飯田 600 0296- 58- 5058

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/24 (月)
塚田医院 真壁町飯塚 97-1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/30 (日)
上の原病院 上野原地新田 159-2 0296- 75- 3128

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９月の休日応急診療医療機関
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桜川市表彰式を開催桜川市表彰式を開催桜川市表彰式を開催
　桜川市表彰条例に基づき、市の政治・文化・社会・

経済その他地方自治の各般にわたってその発展に貢献

し、他の模範と認められる方を表彰する「桜川市表彰式」

が開催されました。

　表彰された方々は次のとおりです。なお、事績の概

要は平成 19年 3月 31 日現在です。（順不同・敬称略）

 氏 　名 表彰の種類 住　所  事績の概要

阿
あ

　部
べ

　田
た

　浣
かん

特別功労 阿部田 旭
きょく

日
じつ

単
たん

光
こう

章
しょう

（高齢
者叙勲）

（故）深
ふか

谷
や

　裕
ゆたか

特別功労 本　木 旭
きょく

日
じつ

単
たん

光
こう

章
しょう

勝
かつ

　田
た

　　　顯
けん

特別功労 本　木 瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

（平成
18年秋）

沼
ぬま

口
ぐち

　綾
あや

三
さぶ

郎
ろう

特別功労
真壁町
源法寺

瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

（高齢
者叙勲）

小
こ

松
まつ

崎
ざき

　紘
こう

一
いち

特別功労  坂　本 瑞
ずい

宝
ほう

単
たん

光
こう

章
しょう

（平成
18年秋）

上
うえ

　野
の

　敏
とし

　子
こ

特別功労 西桜川 瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

（平成
19年春）

高
たか

　橋
はし

　洋
ひろ

　子
こ

特別功労 中　里 瑞
ずい

宝
ほう

単
たん

光
こう

章
しょう

（平成
19年春）

西
にし

　村
むら

　義
よし

　雄
お

特別功労
真壁町
亀熊

農業委員会委員とし
て24年2か月間在職

藤
ふじ

　田
た

　宗
そう

　司
じ

自治功労
真壁町
上谷貝

農業委員会委員とし
て15年2か月間在職

金
かな

　澤
ざわ

　健
けん

　一
いち

自治功労 岩　瀬
区長として12年
間在職

入
いり

　江
え

　好
こう

　一
いち

一般表彰 西飯岡
区長として9年間
在職

船
ふな

　橋
ばし

　隆
たか

　男
お

一般表彰 大　泉
区長として9年間
在職

秋
あき

　山
やま

　久
ひさ

　壽
じゅ

一般表彰 稲
区長として7年間
在職

佐
さ

　藤
とう

　秀
ひで

　雄
お

一般表彰 平　沢
区長として6年間
在職

大
おお

　塚
つか

　守
もり

　一
いち

一般表彰 金　敷

子ども会育成連合
会役員や青少年育
成桜川市民会議員
など14年間青少
年の健全育成運動
の推進に尽力

 氏 　名 表彰の種類 住　所  事績の概要

柴
しば

　　　久
ひさ

　雄
お

 一般表彰
真壁町
椎尾

民間交通指導員と
して28年間在職

田
た

　山
やま

　　　博
ひろし

 一般表彰 高　幡
民間交通指導員と
して24年間在職

軽
かる

　部
べ

　陽
よう

　子
こ

一般表彰 友　部
民間交通指導員と
して24年間在職

小
お

幡
ばた

　きみい 一般表彰 友　部
民間交通指導員と
して24年間在職

安
あ

　達
だち

　か　ね 一般表彰 南飯田
民間交通指導員と
して24年間在職

高
たか

　久
く

　宏
ひろ

　子
こ

一般表彰 長　方
民間交通指導員と
して24年間在職

酒
さか

　井
い

　哲
てつ

　夫
お

一般表彰 中　泉
民間交通指導員とし
て23年6か月間在職

小
こ

　泉
いずみ

　達
たつ

　之
ゆき

一般表彰 友　部
民間交通指導員とし
て23年6か月間在職

堀
ほり

　　　絹
きぬ

　江
え

一般表彰 西小塙
民間交通指導員とし
て23年6か月間在職

上
うえ

　野
の

　昌
しょう

　二
じ

一般表彰 真壁町田 
民間交通指導員とし
て22年間在職

仲
なか

野
の

　しづい 一般表彰  大　月
民間交通指導員とし
て19年10か月間在職

市
いち

　村
むら

　春
はる

　美
み

一般表彰 上　城
民間交通指導員とし
て19年10か月間在職

小
こ

坪
つぼ

　登
と

美
み

子
こ

一般表彰 富　岡
民間交通指導員とし
て19年10か月間在職

酒
さか

　寄
より

　佳
よし

　男
お

一般表彰
真壁町
酒寄

民間交通指導員とし
て19年3か月間在職

島
しま

　田
だ

　好
よし

　弘
ひろ

一般表彰 友　部
民間交通指導員とし
て18年10か月間在職

平
ひら

　石
いし

　　　貢
みつぎ

一般表彰 下　泉
民間交通指導員とし
て16年11か月間在職

仁
に

　平
へい

　文
あや

　子
こ

一般表彰 岩　瀬
民間交通指導員とし
て13年11か月間在職

大和庁舎で開催された、桜川市表彰式に
出席された皆さん
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「
大
好
き　

い
ば
ら
き　

県
民
運
動
」

を
地
域
に
お
い
て
広
げ
る
た
め
に
、

県
民
運
動
の
地
区
推
進
員
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
カ
ー
」
の
交
流
・
情
報
交
換
を

目
的
と
し
た
「
桜
川
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
旧
町
村
単
位
で
活
動
さ

れ
て
い
た
50
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

の
方
々
が
連
携
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
・
活
性
化
の
た
め
、

活
動
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
人
た
ち
を

〝
つ
な
ぐ
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

る
〞
こ
と
で
「
元
気
で
住
み
よ
い
桜

川
づ
く
り
」「
市あ

な

た民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

桜
川
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
協
議
会
が
設
立

　

市
民
の
皆
様
の
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
青
少
年

育
成
・
福
祉
・
生
活
環
境
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
動
を
、
県
民

や
団
体
、
企
業
、
行
政
が
連
携
し
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
様
々
な

問
題
に
目
を
向
け
、
や
さ
し
さ
と
ふ

れ
あ
い
の
あ
る
茨
城
を
創
っ
て
い
く

運
動
（
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
事
業
の
推
進
な
ど
。）

で
す
。

50
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
（
旧
町
村
単
位
）
の

方
々
が
参
加
し
て
「
桜
川
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

茨
城
王
の
本
「
い
ば
ら
ぎ
じ
ゃ
な
く
て
い
ば
ら

き
」
の
著
者
で
、
現
在
は
執
筆
や
講
演
な
ど
で

幅
広
く
活
躍
中
の 

青あ
お

木き 

智と
も

也や 

さ
ん
の
基
調
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桜
川
市
は
石
の
産
地
で
あ
り
、
石

工
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
石
の
ま
ち
で
、
子
ど
も
達
の

夏
休
み
の
工
作
品
の
制
作
や
生
涯
学

習
と
し
て
の
石
彫
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、「
夏
休
み
石
彫
体

験
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
本

職
の
石
工
の
み
な
さ
ん
が
丁
寧
に
ア

ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

　

会
場
は
、
４
百
年
前
の
ま
ち
割
り

と
歴
史
か
お
る
真
壁
地
区
の
「
真
壁

夜よ

祭ま
つ
り

」
会
場
の
中
で
す
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
８
月
25
日
（
土
）・
26
日

（
日
）
10
時
〜
16
時

■
会
場
／
真
壁
町
真
壁
地
内　

川
嶋

書
店
脇

■
体
験
内
容
／
ノ
ミ
を
使
っ
た
石
彫

体
験
、
世
界
中
の
石
片
を
使
っ
た
オ

ブ
ジ
ェ
制
作

■
参
加
費
／
大
人:

６
百
円
、
小
人:

４
百
円
（
材
料
代
・
保
険
料
込
み
）

■
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ
・
℻
・
電
子

メ
ー
ル
で
、
住
所
・
参
加
者
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
参
加
日
を

ご
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切
／
８
月
20
日
（
月
）

■
定
員
／
40
人
（
定
員
に
な
り
次
第

第
34
回
市
民
石
彫
講
座
（
プ
レ
国
民
文
化
祭 

い
ば
ら
き
２
０
０
８
・

ス
ト
ー
ン
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
事
業
）

締
め
切
り
ま
す
。）

■
注
意
事
項
／
野
外
で
行
う
た
め
、

帽
子
・
水
分
補
給
な
ど
暑
さ
対
策
を

十
分
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
３
０
９

-

１
２
９
３　

茨
城
県
桜
川
市
羽
田

１
０
２
３　

桜
川
市
役
所　

企
画
課　

企
画
調
整
係
（

58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
／
℻
58-

５
０
８
２

／k
ik
a
k
u
k
a
@
city
.sa
k
u
ra
g
a
w
a
.l

g
.jp

）

大
好
き 

い
ば
ら
き 

県
民
運
動

大
好
き 

い
ば
ら
き 

県
民
運
動

夏
休
み
石
彫
体
験
教
室
参
加
者
募
集



14さくらがわ　2007.8.1

書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》
わたしは盲導犬訓練士　　　　　　　岡村　啓嗣
走る少女　　　　　　　　　　　　　佐野　久子
ねこと友だち　　　　　　　　　　　いとうひろし
ベストフレンド　　　　　　　　　　堀　　直子
《一般図書》
がばいばあちゃん笑顔で生きんしゃい　島田　洋七
一人二役　　　　　　　　　　　　　河本　準一
川島隆太教授の脳を鍛える即効トレーニング　川島　隆太
損料屋喜八始末控え　　　　　　　　山本　一力

【今月のおすすめ図書】

一瞬の風になれ１･２･３巻
佐藤　多佳子

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

Okiraku

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
祭
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
祭
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《児童図書》
ありがとうのき　　　　　　　　　　作　矢崎節夫　絵　新野めぐみ
くれよんのくろくん　　　　　　　　さく・え　なかや　みわ
《一般図書》
遥かなる大和　上・下　　　　　　　八木　荘司
散るぞ悲しき　　　　　　　　　　　梯　久美子
夢を与える　　　　　　　　　　　　綿矢　りさ
五十歳からの成熟した生き方　　　　天外　伺朗
がばいばあちゃん　めざせ甲子園　　島田　洋七
がばいばあちゃんに学ぶ幸せの知恵袋　日本のおばあちゃんを敬う会

真壁中央公民館図書室
《児童図書》
動くロボットをつくろう（１～４巻）　北原照久監修
はじめての発表・表現アイデア集　　船田信昭監修
おじいちゃんのごくらくごくらく　　西本鶏介・長谷川義史
ピトゥスの動物園　　　　　　　　　サバスティア･スリバス
七草小屋のふしぎなわすれもの　　　島村木綿子・菊池恭子
レネット　金色の林檎　　　　　　　名木田恵子
《一般図書》
秘花　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸内寂聴
裁判官の爆笑お言葉集　　　　　　　長嶺　超輝
天地人（上・下巻）　　　　　　　　　火坂　雅志
長野殺人事件　　　　　　　　　　　内田　康夫

【今月のおすすめ図書】

コミック版　プロジェクトX

挑戦者たち
NHKプロジェクトX製作班

貸
出
期
間 

▼ 

本:

２
週
間
（
１
人
５
冊
）
／

　
　
　
　

 　

 

ビ
デ
オ:

１
週
間
（
１
人
１
本
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
祭
日

問

合

先 

▼ 　

 

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９
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桜
川
文
芸

　
　

俳　

句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

植
田
道
田
の
面
を
写
す
日
の
静
か

鈴
木
ふ
み
い

も
ど
り
こ
ぬ
思
い
の
遠
く
夏
祭
り

古
橋　

益
子

競
技
す
み
安
堵
の
頬
に
若
葉
風

鈴
木　

綾
子

夏
帽
子
揃
え
て
散
歩
老
夫
婦

成
田　

あ
さ

庭
若
葉
朝
日
に
眩
し
空
の
色

鈴
木
登
美
子

手
を
振
っ
て
朝
の
挨
拶
夏
の
風

田
代
て
い
子

恙
が
な
く
退
職
告
ぐ
る
聖
五
月

岩
渕
の
ぶ
子

【
桜
川
岩
瀬
俳
句
会
】

田
廻
り
や
爺
の
は
な
唄
戦
唄

菊
池　

す
い

玄
関
に
挨
拶
し
て
ゐ
る
百
合
の
花

福
田　

ま
さ

花
菖
蒲
ま
と
ひ
た
き
色
限
り
な
く

大
関
し
づ
子

草
笛
に
ふ
り
向
く
童
日
暮
道

長
井　

冬
扇

【
岩
瀬
短
歌
会
】

抜
き
出
で
て
桜
咲
き
ゐ
し
里
山
は
樹
種
そ
れ
ぞ

れ
に
若
葉
萌
え
た
つ

中
原　

宇
内

筑
波
嶺
に
ふ
ん
は
り
か
か
る
笠
雲
は
光
を
ふ
ふ

み
白
く
明
る
し

片
岡
喜
知
子

無
音
な
る
挨
拶
済
ま
せ
安
ら
か
に
書
に
浸
り
を

り
小
夜
更
く
る
ま
で

萩
原
き
し
の

た
ん
ぽ
ぽ
を
摘
み
て
駆
け
出
す
孫
の
後
五
月
の

風
と
追
い
か
け
て
ゆ
く

浜
野
和　

操

春
雷
の
鳴
り
ひ
び
く
中
紅
の
花
水
木
ま
た
も
閃

光
に
浮
く

大
関　

節
子

実
の
一
つ
無
し
と
言
は
る
る
山
吹
の
花
は
豊
け

く
陽
を
は
じ
き
を
り

鈴
木
美
津
子

若
葉
燃
え
四
方
の
山
々
一
皮
を
は
ぎ
し
か
に
見

ゆ
る
目
の
手
術
後

大
関
に
ち
子

日
を
追
ひ
て
茎
の
伸
び
立
ち
て
く
き
や
か
に
紅

紫
の
九
輪
草
か
な

古
賀　
　

澄

紫
陽
花
に
魅
せ
ら
れ
て
行
く
大
平
山
し
つ
と
り

と
咲
く
小
雨
の
中
に

長
谷
川
玲
子

(有)ジョイネット情報サービス（Joy Net パソコンスクール）　　桜川市真壁町亀熊2000-1

パソコンの事で困っていたらいつでもご連絡ください！

パソコン
の

持ち込み

ＯＫです
。

〈連絡先〉

TEL 54-1575

パソコンスクール
生徒募集中 !!

Office2007の講習
始まりました。
（Excel･Word･PowerPoint他）

遠
嶺
か
ら
人
お
り
て
く
る
ね
こ
じ
ゃ
ら
し

石
堀　

み
き

　
　

短　

歌

【
や
ま
と
短
歌
会
】

露
玉
を
受
け
た
朝
の
紫
陽
花
に
囲
ま
れ
た
ま
ゆ

ら
や
さ
し
き
天
女

西
岡　

和
子

紫
陽
花
は
幼
き
子
ら
の
隠
れ
場
所
花
の
数
だ
け

お
さ
な
児
が
い
る

深
谷　

快
子

あ
じ
さ
い
の
花
の
藍
に
染
め
ら
れ
て
善
男
善
女

し
ば
し
佇
む

鈴
木　

と
み

不
知
型
土
俵
入
り
す
る
新
横
綱
両
腕
に
火
の
勢

い
を
も
つ

高
橋
ミ
ツ
エ

あ
の
世
ま
で
携
帯
通
話
が
で
き
る
な
ら
聞
か
せ

見
せ
た
し
曽
孫
の
成
長

栗
崎
よ
し
の

明
け
易
き
黒
門
坂
の
あ
ぢ
さ
ゐ
の
玉
な
す
い
ろ

の
今
朝
き
は
ま
り
ぬ

野
村　

幸
男



※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
秘
書
広
報
課

　

（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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わが家の笑顔わが家の笑顔

おじぃちゃんからひとこと

　いたずらが大好きな、

二人。

　兄弟仲よく、元気で

育ってほしい！

お父さんからひとこと

　消防自動車や大きい

トラック、働く車が大好

き！

　元気で思いやりのある

優しい子に育ってね！

宮
みや

本
もと

　弘
ひろ

樹
き

ちゃん（写真左）

 平成 15年 4月 7日生

宮
みや

本
もと

　伊
い

織
おり

ちゃん（写真右）

 平成 18年 1月 14 日生

（大国玉地区）

　だれもいない一人の時間、静寂の中を流れ落ちる

水。それは、ゆっくりとしかも静かで孤独感を漂わ

せている。その感覚を一人占めする時「涼」を感
じる。

（椎
しい

尾
お

山
ざん

薬
やく

王
おう

院
いん

　南
みなみ

谷
だに

不
ふ

動
どう

滝
だき

／真壁町南椎尾地内）

【涼を感じるとき】

潮
うしお

田
だ

　新
しん

平
ぺい

ちゃん

 平成 18年 2月 5日生

（真壁町長岡地区）

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
60
歳
以

上
の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
で
す
。

　

こ
の
大
会
が
茨
城
県
で
開
催
さ

れ
る
今
年
、
桜
川
市
で
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
多
く
の
選
手
が
集
ま
り

ま
す
。

　

今
回
は
本
県
代
表
チ
ー
ム
の
ひ

と
つ
、
真
壁
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

「
チ
ー
ム
の
特
徴
は
、
全
員
が
明

る
い
こ
と
で
す
。」
と
、
監
督
の

坂さ
か

入い
り

伯は
く

郎ろ
う

さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、

「
そ
っ
ち
だ
！
」「
走
れ
、走
れ
！
」

と
声
が
飛
び
交
う
活
気
あ
る
練
習

風
景
。
額
に
汗
を
ほ
と
ば
し
ら
せ

な
が
ら
、
選
手
の
み
な
さ
ん
に
は

笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

真
壁
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
、
近
隣
の
愛
好
者
が
集
ま

り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
週
２
回
の

練
習
に
励
み
、
県
代
表
と
し
て
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
を
何
度

も
経
験
し
て
い
る
実
力
チ
ー
ム
で

す
。「
今
大
会
は
優
勝
を
目
指
し

ま
す
。」
と
気
合
い
は
十
分
で
す
。

■
問
合
先
／
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

茨
城
２
０
０
７
桜
川
市
実
行
委
員

会
事
務
局
（
介
護
長
寿
課
内
）

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

／
内
線
２
３
３
５

日　程 内　容 会　　場

11/10（土） 監督会議
大和ふれあいセンター
（シトラス）

11/11（日）
開会式 真壁運動場

交流試合（予選）真壁運動場、桃山中学
校グラウンド、総合運
動公園、岩瀬運動場11/12（月）

交流試合 (予選･決
勝トーナメント)

11/13（火）

交流試合（準決勝・
決勝）

真壁運動場交流試合（希望
チーム）

表彰式

平
成
19
年
11
月
10
日（
土
）〜
13
日（
火
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

桜
川
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会桜川市は、ソフトボールの会場です。地元の

真壁シニアソフトボールクラブを応援に来て
ください。


